
 

 

ふれあい昆虫館ふれあい昆虫館ふれあい昆虫館ふれあい昆虫館（施設名）の平成（施設名）の平成（施設名）の平成（施設名）の平成２１２１２１２１年度管理状況年度管理状況年度管理状況年度管理状況    
施設所管課 観光交流局交流政策課 

指定管理者 （財）石川県県民ふれあい公社 理事長 酒井 幸一 

指定期間 平成 21 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
（不十分な場合、その理由、指摘事項を記入） 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

施設の使用受付、案内等の接遇向上 

 ・職員間の意見交換等を行うことで、情報を共有するととも

に展示内容の説明技術の向上を図るなどして、接遇向上に努

めている。 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用者アンケートの実施（延５１５通） 

・ご意見箱の設置 

・利用者ニーズの反映（昆虫館や昆虫についての意見・質問

を聴取し、速やかに返答するとともに、利用者ニーズに添

った運営を実施。） 

その他特記事項 

・障害者・高齢者に対し、車椅子の貸出 

利用の促進に関する業

務 

 

 

自主事業の企画・実施 

・昆虫教室・観察会（５月～３月、計８回）２１７人参加 

・館内うらがわ探検         １，７２２人参加 

・クイズラリー（ＧＷ、夏休み、虫むしフェスタ）３３，９７４人参加 

施設の情報提供、広報、広告 

・イベントチラシを関係機関に配付。 

・ホームページの掲載、メールマガジンの送付（月１回） 

・広報誌むしかご通信の発行（年４回、延８０００部） 

・無料広報誌への情報提供（県・市広報及び地元情報誌） 

・ＧＷ期間に新聞広告の実施 

・夏休み期間に新聞折込チラシ（鶴来周辺地区）を配付、新

聞広告の実施、 

・テレビＣＭを放映 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

・周辺施設（パーク獅子吼、スカイ獅子吼、樹木公園）と   

各々のパンフレット等を交互に設置しＰＲ 

 

 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 



 

 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃：良好な環境及び美観の維持に心がけ、日常清掃を実施。 

保守点検：施設の安全かつ良好な状態を維持する為、日常点検

実施。 

警備：開館時間内については、施設内を適宜巡回し、夜間につ

いては、機械警備により異常発生時に速やかに対応できる体制

を整えている。 

小規模修繕 ボイラー・エレベーター・空調設備修繕等を実施

し、施設の保全に努めている。 

 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・ふれあい昆虫館消防防災計画等による年１回の消防訓練を実

施や事故発生等による緊急時対応について職員教育を実施。 

・個人情報の漏洩に注意し厳重に管理。 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ２０年度 

 

Ｈ２１年度 前年度比 増減理由 

利用者数（人） 89,274 人 91,221 人 102.2％ 工夫を凝らした展示法による虫の

生態展示や、オリジナルグッズの作

成による話題提供などが好評を得

た。 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

    

    

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

ふれあい昆虫館 18,831,350 円 1,886,500 円 身体障害者手帳等保有者 1,631 人 

ﾌﾟﾚﾐｱﾑﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ提示者   2,327 人 

県民育児の日       555 人 

学校等行事による申請者 6,415 人  

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（４）収支決算 

（千円） 

収入 支出 

管理料 １１７，０４３ 人件費 ７２，６２５ 

利用料収入 １８，８３１ 光熱水費    １３，０８３ 

その他 １５９ 修繕費 ２，８７８ 

  その他    ３５，７２６ 

    

合計   １３６，０３３ 合計 １２４，３１２ 

収支差額 １１，７２１  

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平成２１年８月～平成２２年３月実施 有効回答数５１５件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ６９．６％ ３０．２％ ０．２％ ０．０％ 

施設の維持管理 ７１．２％ ２８．６％ ０．０％ ０．２％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成 22 年５月 館内案内看板をわかりやすくし

て欲しい。 

案内表示の紙を数箇所、掲示するこ

とで対応。 

平成 22 年８月 授乳室を設けて欲しい。 宿直室を授乳室として提供。 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

   

   

 

③その他報告事項など 

 

 

 

 

 



 

 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・ アンケートやホームページで昆虫館についての意見・

質問を聴取し、利用者ニーズに沿った運営を実施して

いる。 

・ 職員が展示説明を行うなどして来館者とのコミュニケ

ーションを積極的に図り、利用者ニーズの把握に努め

ている。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・館内の清掃は常に行き届いており、入館者の評判は良い。 

・ボイラー、エレベーター、空調設備の修繕を行い施設を

良好な保全に努めている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・「ふれあい昆虫館消防防災計画」等に基づき年１回の訓

練を実施しているとともに、事故発生時の緊急対応につ

いて職員教育を実施している。 

 

④その他、必要と認める

事項（例：苦情処理、

個人情報保護） 

Ｂ ・個人情報の漏洩に注意し厳重に管理されている。 

総合評価 Ｂ ・昆虫に対する専門的なノウハウを活かした様々な企画を

実施するなど、施設の運営管理に創意工夫が認められ

る。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を十分に実施している 

Ｃ（可）：仕様書等に定める水準を概ね実施しているが、 

一部改善を期待する部分がある 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っている 

 

○総合評価 

Ａ（優）：適正であり、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：適正である 

Ｃ（可）：概ね適正であるが、一部改善を期待する 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


